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1．は じめ に

　降水 中の SO42
一
は 基本的 に SO2が酸化 した H2SO4 に 起因

すると して 海塩性 の 部分 と非海塩性 の 部分を評価 され

て い る。しか し H2SO4 は NH コや CaCO3 と反応 して

（NH4 ）2SO4 、
　CaSO4 に 変わ る 。

つ ま り 同 じ SO42
一
で あ っ て

も元 の化合物 の種類に よ り酸性 化 へ の 寄与 は 異な る 。 こ

こ で は SO42
’
、NO3

’
が どの よ うな化合物に 由来す る か を統

計解析法、Positive・Matric・FactoriZation（PMF ）を応用 し

て SO42
−
、　 NO3

鹵
の 降水化 学を 考察し た。

表 1　 PMF 因 子 の 化 学組 成 （μ eq　L
’L
）

2 ．解析方法

　 2009年まで の測定値がある国内 EANET 局 12 地点の

湿性沈着デー
タを対象に した ： 利尻，落有岬，竜飛 岬，佐 渡 関岬，八方尾 根，隠岐，東京，伊 自良湖 ， 蟠龍湖 ，

檮原 ， 小笠原 ， 辺戸岬。
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3 ．結果 と考察
3 ． 1　 PMF 因子

　基本的に以下 の 4 つ の特徴的な因子 が 抽出され た。

因子 1 ［酸そ の もの ］lH
＋

、SO ，

2−
、NO3

ー
が 大きな寄与を占め、

硫酸や 硝酸 とい う酸そ の も の に対応す る 。
こ の 因子は降水

の 酸性 化に直接寄与す る 、 なお 、東京 と檮原で は こ の 因子

が 二 っ に分かれ、それぞれ H2SO4 と HNO3 に 対応 し た 。

因 子 2 ［ア ン モ ニ ウム 塩］：　NH4 ＋

、　 SO42
’
、　 NO3

’
が大 きな寄

与 を 占 め た こ とか ら、（NH4 ）2SO4 あ る い は NH4NO3 に 対応 す

る 。 酸 が ア ン モ ニ ア に よっ て 中和 され て お りア ン モ ニ ウム

塩 粒 子に由来す る と考え られ る。

因子 3 ［カ ル シ ウム 塩］：　 Ca2＋、　SO ，

2−
、　NO3

’
が大 きな寄与 を

占め、CaSO4、　Ca（NO3）2 の よ うなカル シ ウム 塩 に 対応す る 。

酸が塩基性 カル シ ウム 化合物 と中和反応 して お り、 黄砂な

どの 粒子 に由来する 。

因子 4 ［海塩］：　Na
＋

、
　Mgz

＋

、
　SO ，

2−
、
　crが大 き く寄与 し、海

塩に 由来す る。

3 ． 2　硫酸イ オ ン
、 硝酸イオ ン に対する各因子 の 寄与

　 図 1 お よび図 2 に、各地 点にお け る降水中の 硫 酸イオ ン 、

硝酸イ オ ン の 期間平均濃度に対 して それぞれ の 因子か らの

寄与量 の 積み ．ヒげ グ ラ フ を示 す。各因子 か らの 寄与量 の 総

和 と実観測に よる SO42
’
．NO3

’
の濃度が よく

一
致 し、SO42

’
、

NO3
’
は こ れ らの 因子 に対応す る化合物 で 説明 で き る。
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図 1　 各 地 点 に お け る SO ，

1’
に 対 す る 各 因 子の 寄 与
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図 2　 各 地 点 にお け る NO3
．
に 対 す る各 因 子 の 寄 与

　SO42
一
に つ い て は 、沿岸地点 （利尻 、落石 岬、竜飛 岬、佐渡関岬、隠岐、辺 戸岬、小 笠 原）で 海塩 の 因子 の

寄与が大きく、海塩性硫酸イ オ ン の 寄与が 大き い こ とが 示 され た。ま た 、酸因子 の 寄与は海塩因子以外 の そ

れ の 半分 を 占め、H2SO4 そ の もの が降水 に 取 り込 まれ た と推察 され る。

　NO3
一
に つ い て は 、　 HNO3 そ の もの に 由来す る因子 が、小 笠原を除き、30−60％ を 占め た 。竜飛岬、佐渡関 、

隠岐、蟠 竜湖 で は 、酸由来因子 の 寄与が全体の 50％ と他 の 地 点に 比 べ 比 較的高い 。 こ れ らの 地点は 日 本海側

に位置 し、大陸か らの 移流 の 影響等が考え られ る。

4 ．まとめ

　PMF 解析が 観測 され る成分 の 起源に っ い て有効な情報 を常に提供す る とは限 らな い
。 しか し、　EANET の

湿性 沈着デー
タに対す る解析 では起源推 定にっ ながる顕著 な結果 が得 られ た と判断 され る 。 今後 、 変動解析 、

後方流跡 線解析、輸送沈着 モ デル 等 による解析 にお い て 、観測 デ
ー

タとの 相補 的活用が期 待 され る 。
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